
 

 

 

 

 

2025年 12月 19日 

CO₂排出量算定システム「炭削
たんさく

くん」を 

「Newsweek 日本版 SDGs アワード 2025」に応募しました！ 
 

 当行が開発した CO₂排出量算定システム「Zero-Carbon-System（炭削くん）」（以下、「炭削くん」）に

ついて、株式会社 CE メディアハウス（東京都品川区、代表取締役社長 菅沼 博道）が運営するメデ

ィア「Newsweek日本版」の SDGsアワードに応募し、同メディアのオフィシャルサイトにてインタビュ

ー記事を掲載いただきましたのでお知らせします。    

 

１．インタビュー記事概要 

「Newsweek日本版」にて毎年開催されている「SDGsアワード」において、当行が開発した CO₂排

出量算定システム「炭削くん」を活用した地域の脱炭素支援の取り組みが取り上げられました。 

記事では、「炭削くん」開発の背景や特長をご紹介するとともに、実際に「炭削くん」を導入いた

だいた企業での先進的な事例についてもご紹介しています。さらに、「炭削くん」の全国展開を見据

えた今後の展望についてもお話しさせていただきました。 

 

タ イ ト ル ： 複雑なシステムも高額な利用料も不要！肥後銀行の「炭削くん」が 

カーボンニュートラルを後押し 

公 開 日 ： 2025年 12月 19日（金） 

公開先 URL ： Newsweek日本版オフィシャルサイト内

（https://www.newsweekjapan.jp/stories/sdgs/2025/12/581942_1.php） 

 

 

 

 

 

 

 

２．「Newsweek日本版」について 

「Newsweek日本版」は、1933年に米国にて創刊された国際ニュース週刊誌「Newsweek」の日本版

として 1986年に創刊された週刊誌であり、世界のニュースを独自の切り口で伝えることで良質な情

報と洞察力ある視点とを提供するメディアとして一目置かれてきました。 

URL：http://www.newsweekjapan.jp/ 

 

３．Newsweek日本版 SDGs アワードについて 

 「Newsweek日本版 SDGsアワード」は 2023年春にスタートしたプロジェクトで、日本国内で活躍

する企業の SDGsへの取り組みを国外にも発信することを目的としています。 

本アワードでは、日本での SDGsに関する取り組みを「Newsweek日本版」の Webページ内で記事と

して紹介し、外部審査員や他エントリー企業からの投票を通じて、アワード受賞企業を決定します。

https://www.newsweekjapan.jp/stories/sdgs/2025/12/581942_1.php
http://www.newsweekjapan.jp/


 

 

  

２．「炭削くん」概要 

システム名称・ 

ロゴマーク 

CO₂排出量算定システム 

「Zero-Carbon-System（炭削くん）」 

開発目的 

気候変動、地球温暖化対策として脱炭素に向けた取り組みの必要性が高ま

る中、CO₂排出量の把握、見える化を実現するシステムを提供し、お客さま・

地域全体のカーボンニュートラル実現を目指す 

特  徴 

・追加料金なしで Scope3まで算定可能 

・ユーザー数課金制、拠点登録数無制限 

・サプライチェーンでの排出量算定可能（Scope1,2,3） 

主な機能 

電気、エネルギー等の各種使用量（請求書等）データをシステムに入力 

・企業活動全体の GHG排出量算定（Scope1,2,3）および可視化 

・排出量削減目標の設定及び進捗管理 

・算定結果のレポート出力 

ホームページ https://www.higobank.co.jp/business/tansaku/ 

利 用 料 

利用開始から 1年間は利用料無料。2年目以降は月額 2,200円～（税込） 

※ただし、クレジットカード決済のみ可 

＜料金テーブル＞ 

1企業あたりユーザー数 月額料金（税込） 

1～5ユーザー 2,200円 

※以降、5ユーザー毎に 1,100円加算 

 

以 上 

《本件に関するお問い合わせ》 

肥後銀行 経営企画部サステナビリティ推進室 

担当：玉木・西村 

電話番号：096-326-8603 

https://www.higobank.co.jp/business/tansaku/

